
          

 

 

 

 

みんながなかよく高め合って、たくましく輝く致芳校をつくろう 
「一人一人が自己の成長を実感し、笑顔になる学校へ」 

       ～できた！わかった！うれしい！授業の創造～ 

 

１２月に行った学校評価アンケートの結果をお知らせします。評価が高かったのが、「毎日学校

に行くのが楽しいか。９１％」「友達と仲良くしている。９５％」「みんなと協力して一生懸命取り

組んでいる。９８％」等です。新型コロナ感染症は 5 類に移行したとはいえ、なくなったわけで

はなく、インフルエンザ

も流行して、いろんな制

約がある中で子ども達は

しっかり頑張っています。

課題も明らかになりまし

た。メディアとの付き合

い方、就寝時間が遅いこ

となどによる「落ち着い

た生活」「家庭での読書」

です。読書は好きで、学校

ではたくさん読んでいま

すが、家庭ではもっと楽

しいゲーム・動画などが

あります。「家庭内ルール

を決めてしっかり守る」

これにつきます。もはや

タブレット、パソコンな

どは必要なスキルです。

しない・させないではな

く、いかに付き合うかで

す。学校だけでなく地域

全体・ 市全体の課題でも

ありますので、保護者の

皆さんのご協力を得て、

しっかりと取り組んでい

きたいと思います。 

 

 

コミュニティ・スクール 

長井市立致芳小学校だより 

令和６年 2月 15日 NO.17 

校是 「和致芳」 
 



２月１日に本年度３回目の学校運営協議会・地域教育協議会を開催しました。今年度の学校評

価と学校運営について、次年度の方針や教育課程の変更、地域学校協働活動の報告を行い、ご意

見をいただきました。まずは各学級の授業参観を行い、成長して落ち着いた学習が行われている

姿を見ていただきました。今回の熟議では、スクール・コミュニティへのさらなる一歩として、

「日常的に交流し、一緒に楽しみ、共に幸せになる致芳のコミュニティ」になるために、子どもも

地域の方も一緒に楽し

む活動（学校施設も開

放して）について話し

合っていただきまし

た。「こんなことはでき

ないか？夢を、アイデ

ィアを考えてみましょ

う」と話し合いを始め

ました。これは実現無

理だとか、できないだ

ろうと考えずにまずは

「夢」を語り合う運営

協議会です。楽しく活

動できるようなご意見

をたくさんいただきま

した。 

市のめざす姿の一例

として致芳小学校の

「学童クラブを小学校

内に移転」「子ども会の

肝だめしを夜の学校の

中で開催」と取り上げ

ています。 

 

 

 

 子供たちのネット・トラブルが深刻な問題となっています。

SNS での誹謗中傷、児童ポルノ被害、ネットを通じた人と会っ

て事件に発展等々です。できるだけ低年齢のうちに安全な付き合

い方を知っておくことが大切です。山形県警青少年補導専門官の

渡辺さんに「ネット安全教室」を行っていただきました。４年生５年生は真剣に聞いて、質問にも

きちんと答えていました。将来必ず使うことになるスマホ、そして今現在もネットにつながって

いるゲームやタブレット。教えていただいたことは今から使えるものばかりです。そして犯罪に

巻き込まれないように、逆に犯罪を犯してしまわないようにしなければなりません。たとえ少年

でも「知らなかった」「ついうっかり」「ノリで」は通じません。 

 


